
今
年
度
の
夕
陽
会
渡
島
支
部
の
総
会
に
お
い
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
支

部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
昭
和
四
十
八
年
卒
、
木
古
内
町
立
木
古
内
小
学

校
の
竹
内
良
容
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
経
験
し
た
こ
と
を
生
か
し
、
支
部
長

と
し
て
の
任
を
精
一
杯
全
う
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
一

年
間
の
ご
協
力
、
ご
支
援
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
母
校
教
育
大
学
函
館
校
で
は
、
教
員
養
成
課
程
最
後
の
学
生
が
、

今
年
三
月
に
卒
業
し
て
い
き
ま
し
た
。
時
代
の
う
ね
り
の
中
で
、
完
全
に
母

校
は
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
、
百
名
近
く
の

学
生
が
、
熱
い
思
い
で
教
職
を
希
望
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し

た
。
教
員
養
成
課
程
が
廃
止
さ
れ
た
中
で
、
な
お
教
員
の
道
を
志
し
て
い
る

学
生
は
、
多
く
の
困
難
を
抱
え
て
の
道
の
り
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
濁

浪
逆
ま
く
大
海
を
煽
り
つ
漕
ぎ
つ
乗
り
越
え
つ
・
・
」（
寮
歌
よ
り
）
の
心
境

で
し
ょ
う
。
何
と
か
そ
の
思
い
を
叶
え
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

一
方
で
、
今
後
は
、
渡
島
各
地
の
多
種
多
様
な
職
場
で
、
夕
陽
会
員
の
活

躍
に
期
待
し
た
い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
支
会
で
は
、「
夕
陽
会
は
教
員
だ
け
で

は
な
い
」
と
い
う
思
い
を
も
ち
、
多
様
な
職
種
の
皆
さ
ん
を
、
温
か
く
仲
間

と
し
て
受
け
止
め
て
や
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。「
土
地
墾
闢
・
人
民
蕃

殖
」
の
真
摯
な
建
学
の
精
神
は
、
こ
れ
か
ら
は
教
員
の
世
界
だ
け
で
は
な
く
、

多
く
の
職
種
に
受
け
継
が
れ
、
地
域
に
貢
献
し
新
し
い
歴
史
と
伝
統
と
な
り

花
開
い
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
夕
陽
会
員
の
相
互
の
連

携
や
交
流
が
活
発
に
な
り
、
さ
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
に
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。
赤
々
と
大
き
く
美
し
く
燃
え
、
そ
し
て
沈
む
夕
陽
は
、
や

が
て
昇
る
朝
日
と
な
っ
て
再
生
し
ま
す
。
今
ま
で
蓄
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、

大
き
く
再
生
す
る
母
校
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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◎
　
母
校
開
学
の
精
神
を
確
か
め
、夕
陽
会
の
原
点
で
あ
る 

　
親
睦
の
和
を
深
め
る
と
と
も
に
教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る
。 

平
成
二
十
一
年
度
の
総
会
及
び
大

懇
親
会
・
新
会
員
歓
迎
会
が
、
ホ
テ

ル
法
華
ク
ラ
ブ
函
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
は
、
竹
内
支
部
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
夕
陽
会
本
部

の
橋
田
会
長
よ
り
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
組
織

の
維
持
や
拡
大
の
た
め

の
課
題
解
決
に
向
け

て
、
会
員
の
一
致
団
結

し
た
取
り
組
み
の
継
続

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
小
林
副
幹

事
長
の
進
行
で
報
告
・

協
議
事
項
が
滞
り
な
く

終
わ
り
、
役
員
改
選
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
二
年

間
に
渡
り
ご
尽
力
さ
れ
た
細
川
幹
事

長
に
替
わ
り
、
新
た
に
、
川
野
幹
事

長
が
選
出
さ
れ
、
竹
内
支
部
長
を
中

心
に
し
た
渡
島
支
部
の
体
制
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

総
会
後
、
約
百
八
十
名
の
ご
来
賓
及

び
同
窓
会
員
が
、
夕
陽
賛
歌
を
高
ら

か
に
歌
い
、
大
懇
親
会
・
新
会
員
歓

迎
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

知
内
町
教
育
委
員
会
の
田
中
教
育

長
様
の
ご
発
声
で
祝
宴

に
入
り
、
新
会
員
の
活

気
溢
れ
る
自
己
紹
介
が

始
ま
り
ま
し
た
。
若
い

会
員
か
ら
発
せ
ら
れ
る

情
熱
と
意
気
込
み
は
、

今
後
の
渡
島
支
部
の
発

展
の
源
と
な
る
こ
と
を

確
信
し
ま
し
た
。

大
抽
選
会
後
の
寮
歌

大
合
唱
で
は
、
全
会
員

の
力
強
い
歌
声
が
会
場

に
響
き
渡
り
、
盛
会
の

う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

経
済
不
況
真
只
中
、
先
行
き
不
透

明
な
社
会
で
は
、
よ
り
一
層
、
同
窓

の
絆
を
深
め
る
こ
と
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

●
　
運
営
方
針
　
●

一
、
支
部
・
支
会
の
連
携
強
化

①
会
員
の
同
窓
意
識
を
盛
り
上
げ
る
。

②
会
員
相
互
の
助
け
合
い
を
大
切
に
す
る
。

③
支
部
と
支
会
、
支
会
相
互
の
つ
な
が
り
を

密
に
す
る
。

④
情
報
活
動
を
活
発
化
す
る
。

二
、
会
員
の
向
上
・
援
助

①
会
員
相
互
の
研
修
活
動
を
促
進
す
る
。

②
人
材
の
発
掘
と
登
用
を
積
極
的
に
進
め

る
。

③
新
会
員
（
新
採
用
者
・
渡
島
管
内
勤
務
初

経
験
者
）
へ
の
援
助
・
啓
蒙
に
努
め
る
。

④
退
職
会
員
へ
の
感
謝
と
激
励
に
努
め
る
。

三
、
本
部
及
び
他
支
部
と
の
連
携

①
本
部
と
の
連
携
を
深
め
て
、
会
の
一
層
の

充
実
・
発
展
を
図
る
。

②
本
部
事
業
へ
の
積
極
的
な
協
力
を
図
る
。

③
他
支
部
と
の
密
接
な
情
報
交
換
・
連
携
を

図
る
。

④
本
部
か
ら
の
支
援
を
積
極
的
に
求
め
る
。

●
　
事
業
推
進
方
針
　
●

一
、
支
会
訪
問
と
援
助

①
各
支
会
の
総
会
・
会
合
に
は
積
極
的
に
参

加
し
、
支
部
と
支
会
の
連
携
を
図
る
。

二
、
情
報
・
資
料
の
提
供

①
管
内
及
び
他
支
部
と
の
情
報
交
換
に
努
め

る
。

②
本
部
と
の
情
報
交
換
を
積
極
的
に
進
め

る
。

三
、『
夕
陽
渡
島
』
の
発
行

①
親
し
ま
れ
読
み
や
す
い
『
夕
陽
渡
島
』
の

発
行
に
努
め
る
。（
年
三
回
発
行
）

四
、
研
修
事
業
の
活
発
化

①
新
会
員
激
励
会
を
開
催
し
、
教
職
へ
の
意

欲
づ
け
を
図
る
。

②
会
員
研
修
の
促
進
と
研
究
実
践
者
の
積
極

的
推
進
を
図
る
。

五
、
退
職
会
員
と
の
連
携

①
勇
退
者
へ
の
感
謝
と
激
励
の
会
を
開
催
す

る
。

②
夕
陽
会
渡
島
支
部
「
終
身
会
員
」
へ
の
勧

誘
を
促
進
す
る
。

③
勇
退
会
員
の
資
料
集
『
勇
退
者
の
横
顔
と

足
跡
』（
第
十
九
集
）
を
発
行
す
る
。

④
勇
退
会
員
へ
記
念
品
を
贈
る
。

六
、
本
部
事
業
へ
の
積
極
的
協
力
と
参
加

①
本
部
主
催
の
行
事
へ
の
積
極
的
参
加
と
協

力
を
す
る
。

②
本
部
前
納
会
員
へ
の
加
入
の
た
め
の
支
援

を
す
る
。

七
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
提
供

①
関
係
機
関
と
連
携
を
強
化
し
て
、
事
業
を

推
進
す
る
。

八
、
そ
の
他

①
教
頭
昇
任
者
・
校
長
採
用
者
、
受
賞
者
等

へ
祝
詞
等
の
送
付
を
す
る
。

②
慶
弔
関
係
へ
の
迅
速
な
対
応
を
す
る
。

夕 　 陽 　 渡 　 島 （2）

平
成
二
十
一
年
度

夕
陽
会
渡
島
支
部

総
会
・
懇
親
会
盛
会
裡
に
終
了

夕
陽
会
渡
島
支
部
副
支
部
長

類
　
家
　
直
　
人



道
南
一
の
秀
峰
「
横
津
岳
」
の
裾

野
に
広
が
る
七
飯
町
。
う
た
の
旅
人
、

新
井
満
さ
ん
が
、『
千
の
風
に
な
っ

て
』
を
創
っ
た
大
沼
が
あ
る
こ
と
で

も
有
名
で
す
。「
り
ん
ご
」
が
は
じ

め
て
植
え
ら
れ
て
か
ら
、
百
四
十
年

を
迎
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
七
飯
町

は
北
海
道
の
中
で
は
、
気
候
温
暖
で

あ
り
、
雪
も
少
な
く
、
農
作
物
が
豊

で
果
物
・
米
・
野
菜
等
が
た
く
さ
ん

取
れ
ま
す
。
近
年
は
、
花
き
栽
培
も

盛
ん
で
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
全

国
的
に
有
名
で
す
。
更
に
、
退
職
し

た
公
務
員
等
の
安
住
の
地
と
し
て
、

家
を
建
て
る
方
も
多
い
で
す
。

近
年
、
福
祉
の
七
飯
町
と
し
て
紹

介
さ
れ
、
福
祉
施
設
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
支
援
す
る
人
々
も

大
変
多
い
で
す
。
駒
ヶ
岳
を
望
む
大

沼
に
は
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪

れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
い
ろ
い
ろ

な
特
技
を
持
っ
た
人
た
ち
が
多
く
い

ま
す
。
そ
の
人
達
を
温
か
く
迎
え
る

の
も
、七
飯
町
の
素
晴
ら
し
い
所
で
す
。

支
会
の
現
状
で
す
が
、
小
学
校
八

校
、
中
学
校
三
校
、
高
校
一
校
、
養

護
学
校
一
校
、
今
年
度
開
校
し
た
鈴

蘭
谷
分
校
、
更
に
Ｏ
Ｂ
会
員
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
の
七
飯
支
会

は
、
現
職
・
Ｏ
Ｂ
会
員
が
互
い
に
協

力
し
て
以
下
の
活
動
を
進
め
ま
す
。

①
本
部
・
支
部
事
業
と
の
協
力
体
制

を
確
立
す
る
。
②
会
員
相
互
の
親

睦
・
交
流
に
よ
り
連
帯
感
を
高
め

る
。
③
情
報
収
集
・
提
供
な
ど
情
報

活
動
の
活
発
化
を
図
り
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
。

行
動
す
る
夕
陽
会
の
原
点
に
立
ち

返
り
、
町
内
小
・
中
・
高
・
養
護
・

Ｏ
Ｂ
会
員
や
役
所
・
民
間
企
業
に
勤

め
る
夕
陽
会
員
と
も
連
携
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

七
月
に
は
、
本
部
会
長
・
橋
田
恭

一
様
、
渡
島
支
部
長
・
竹
内
良
容
様
、

七
飯
町
教
育
長
・
林
一
道
様
を
来
賓

と
し
て
お
迎
え
し
、
本
支
会
の
総

会
・
懇
親
会
を
行
い
、
会
員
の
絆
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夕
陽
会
の
益
々
の
発
展
を
願
い
、

同
窓
の
絆
を
深
め
組
織
を
確
固
た
る

も
の
と
す
る
た
め
に
、
支
会
の
運
営

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

水
田
発
祥
の
地
で
あ
る
肥
沃
な
大

野
平
野
に
未
来
を
予
感
さ
せ
る
北
海

道
新
幹
線
の
新
駅
整
備
事
業
が
加
わ

り
ま
し
た
。
函
館
・
江
差
自
動
車
道

の
延
伸
に
よ
り
、
こ
の
秋
に
は
谷
川

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
開
通
し
、
よ

り
交
通
網
が
充
実
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
福
祉
や
教
育
面
で
の
充
実
も
加
え

て
着
実
に
飛
躍
・
発
展
を
遂
げ
る
北

斗
市
。
教
育
活
動
に
も
そ
の
北
斗
市

の
魅
力
が
至
る
所
に
顕
在
し
て
い
ま

す
。
少
子
化
の
中
に
あ
っ
て
未
だ
児

童
数
が
増
加
し
、
現
在
で
は
全
道
一

の
規
模
を
誇
る
浜
分
小
学
校
や
、
そ

の
昔
生
活
綴
り
方
の
実
践
で
全
国
的

に
そ
の
名
を
馳
せ
た
木
村
文
助
校
長

の
伝
統
を
持
つ
大
野
小
学
校
な
ど
新

旧
取
り
混
ぜ
た
話
題
に
事
欠
く
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
他

の
小
学
校
九
校
・
中
学
校
五
校
に
お

い
て
も
素
晴
ら
し
い
特
色
を
持
ち
そ

の
礎
を
築
き
、
現
在
も
維
持
し
発
展

す
る
た
め
に
夕
陽
会
員
が
一
翼
を
担

っ
て
き
た
と
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
で
四
年
目
を

迎
え
る
北
斗
支
会
は
、
現
職
会
員
百

八
十
八
名
と
市
内
在
住
の
Ｏ
Ｂ
会
員

百
六
名
を
数
え
、
現
在
二
百
九
十
四

名
の
会
員
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

五
月
二
十
五
日
に
は
、
今
年
度
の

支
会
総
会
・
懇
親
会
を
「
ホ
テ
ル
海

王
館
」
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
総

会
で
は
母
校
の
開
学
の
精
神
で
あ
る

「
土
地
懇
闢
」「
人
民
蕃
殖
」
を
確
か

め
、
会
の
原
点
で
あ
る
親
睦
の
和
を

深
め
つ
つ
教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る

旨
を
確
認
致
し
ま
し
た
。
続
く
懇
親

会
で
は
来
賓
と
し
て
本
部
会
長
・
橋

田
恭
一
様
、
本
部
幹
事
長
代
行
（
現

幹
事
長
）・
土
谷
敬
様
、
渡
島
支
部

長
・
竹
内
良
容
様
、
北
斗
市
教
育

長
・
藤
巻
博
司
様
、
北
斗
市
教
育
委

員
会
指
導
主
事
・
酒
井
充
様
を
お
迎

え
し
、
十
二
名
の
先
輩
会
員
も
ご
出

席
い
た
だ
く
な
か
、
多
く
の
現
職
会

員
と
と
も
に
盛
大
に
懇
親
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
和
や
か
な
語

ら
い
の
中
で
改
め
て
「
夕
陽
」
同
窓

と
し
て
一
体
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

発
展
す
る
北
斗
市
の
明
る
い
未
来

を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り
、
ひ
と
づ

く
り
に
寄
与
す
べ
く
責
任
を
果
た
し

て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

夕 　 陽 　 渡 　 島（3）

支
会
だ
よ
り

七
飯
支
会
長

（
鶴
野
小
学
校
）

佐
　
藤
　
一
　
夫

「
千
の
風
」発
祥
の
地
よ
り

支
会
だ
よ
り

北
斗
支
会
長

（
茂
辺
地
中
学
校
）

鈴
　
木
　
牧
　
男

同
窓
と
し
て
の
一
体
感



平
成
平
成
２０
・
２１
年
度
　

年
度
　
会
　
務
　
報
　
告

会
　
務
　
報
　
告 

平
成
平
成
２０
・
２１
年
度
　

年
度
　
会
　
務
　
報
　
告

会
　
務
　
報
　
告 

平
成
平
成
２０
・
２１
年
度
　

年
度
　
会
　
務
　
報
　
告

会
　
務
　
報
　
告 

平
成
２０
・
２１
年
度
　
会
　
務
　
報
　
告 

平
成
２０
・
２１
年
度
　
会
　
務
　
報
　
告 

【
２０
年
度
】

４
月
１
日
（水）

長
万
部
町
教
育
委
員
会
　
道
幸
拓
志

教
育
長
様
　
就
任
の
お
祝
い
・
・
祝
電

採
用
校
長
・
昇
任
教
頭
へ
祝
詞
送
付

２
日
（木）

道
幸
拓
志
教
育
長
（
長
万
部
町
教
育
委

員
会
）
様
の
ご
尊
父
様
ご
逝
去
・
・
・

弔
電
、
弔
花
、
香
典

３
日
（金）

森
井
光
彦
（
大
関
小
学
校
長
）
様

ご
逝
去
・
・
・
・
弔
電
、
弔
花
、
香
典

１１
日
（土）

平
成
２０
年
度
第
４
回
支
部
役
員
会
（
北

斗
市
立
沖
川
小
学
校
）

２０
日
（月）

知
内
町
教
育
委
員
会
　
田
中
健
一
教
育

長
様
へ
挨
拶
（
竹
内
支
部
長
）

２８
日
（火）

八
雲
支
会
総
会
・
懇
親
会
（
八
雲
遊
楽

亭
　
本
部：

平
田
副
幹
事
長
代
行
　
支

部：

竹
内
支
部
長
）

【
２１
年
度
】

５
月
９
日
（土）

平
成
２１
年
度
総
会
　
大
懇
親
会
・
新
会

員
歓
迎
会
の
開
催
（
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ

ブ
函
館
）

五
稜
支
会
総
会
・
懇
親
会

１５
日
（金）

渡
島
教
育
局
　
吉
田
一
昭
局
長
様
へ
挨

拶
（
竹
内
支
部
長
　
川
野
幹
事
長
）

２２
日
（金）

森
支
会
総
会
・
懇
親
会
（
プ
ラ
ザ
武
蔵

本
部：

土
谷
幹
事
長
代
行
　
支
部：

竹

内
支
部
長
）

２５
日
（月）

北
斗
支
会
総
会
・
懇
親
会

（
ホ
テ
ル
海
王
館
　
本
部：

橋
田
会

長
・
土
谷
幹
事
長
代
行
　
支
部：

竹
内

支
部
長
）

２５
日
（月）

立
花
清
（
元
藤
城
小
学
校
長
）
様

ご
逝
去
・
・
・
・
・
・
・
弔
電
、
香
典

２６
日
（火）

平
成
２０
年
度
第
３
回
本
部
役
員
会

（
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ホ
テ
ル
３
３
０
函
館

竹
内
支
部
長
）

６
月
１
日
（月）

渡
島
教
育
委
員
会
教
育
長
会
　
岩
村
吉

男
会
長
様
へ
挨
拶
（
竹
内
支
部
長
　
川

野
幹
事
長
）

長
万
部
町
教
育
委
員
会
　
道
幸
拓
志
教

育
長
様
へ
挨
拶
（
竹
内
支
部
長
　
川
野

幹
事
長
）

１２
日
（金）

知
内
支
会
総
会
・
懇
親
会
（
川
波
　
本

部：

橋
田
会
長
　
支
部：

類
家
副
支
部

長
）

木
古
内
支
会
総
会
・
懇
親
会
（
清
本
鮨

本
部：

花
田
副
幹
事
長
　
支
部：

竹
内

支
部
長
）

長
万
部
支
会
総
会
・
懇
親
会
（
温
泉
ホ

テ
ル
　
本
部：

土
谷
幹
事
長
代
行
　
支

部：

藤
枝
顧
問
）

１９
日
（金）

鹿
部
支
会
総
会
・
懇
親
会
（
大
寿
司

本
部：

橋
田
会
長
　
支
部：

竹
内
支
部

長
）

黒
澤
優
子
（
森
小
学
校
教
諭
）
様

ご
逝
去
・
・
・
・
弔
電
、
弔
花
、
香
典

２０
日
（土）

平
成
２１
年
度
全
国
支
部
長
会
議
（
竹
内

支
部
長
）

夕
陽
本
部
総
会
・
懇
親
会

７
月
１
日
（水）

松
前
支
会
総
会
・
懇
親
会
（
よ
こ
は
ま

荘
　
本
部：

橋
田
会
長
　
支
部：

竹
内

支
部
長
）

２
日
（木）

平
成
２１
年
度
第
１
回
支
部
役
員
会

（
萩
野
小
学
校
）

３
日
（金）

七
飯
支
会
総
会
・
懇
親
会（
か
み
む
ら

本
部：

橋
田
会
長
　
支
部：

竹
内
支
部

長
）

１０
日
（金）

福
島
支
会
総
会
・
懇
親
会
（
福
寿
司

本
部：

花
田
副
幹
事
長
　
支
部：

竹
内

支
部
長
）

１７
日
（金）

平
成
２１
年
度
第
１
回
支
部
支
会
長
・
幹

事
長
会
議
（
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
函
館
　

来
賓
　
本
部：

橋
田
会
長
）

平
成
２１
年
度
第
１
回
支
部
役
員
研
修
会

（
天
金
）
講
師：

北
海
道
教
育
庁
渡
島

教
育
局
指
導
主
幹
　
鈴
木
祐
司
様

夕 　 陽 　 渡 　 島 （4）

天 野 哲 征  
川 合 正 芳  
藤 枝 勝 雄  
黒 崎 勇 司  
三 島 裕 一  
竹 内 良 容  
小 林 基 英  
市 川 秀 雄  
類 家 直 人  
橋 本 公 伸  
細　川　敬太郎 
川 野 真 一  
佐 藤 幸 男  
小野寺　幸　恵 
高 橋 伸 夫  
小野寺　　　徹 
新 谷 公 康  
西　谷　さおり 
松 浦 　 宏  

支　　会　　長 

平成21年度 平成21年度 

夕陽会渡島支部各支会役員名簿 夕陽会渡島支部役員名簿 
幹　　事　　長 

氏　　　名 氏　　　名 所　属 所　属 

松　前 

福　島 

知　内 

木古内 

北　斗 

七　飯 

鹿　部 

森 

八　雲 

長万部 

五　稜 

支会名 

鈴 木 洋 一  

小川原　隆　男 

竹 鼻 洋 文  

佐 藤 耕 一  

鈴 木 牧 男  

佐 藤 一 夫  

川 野 真 一  

大 森 武 治  

小 林 基 英  

小 原 鉄 雄  

嶋　田　　　聡 

白 神 小  

吉 岡 小  

知 内 中  

鶴 岡 小  

茂 辺 地 中  

鶴 野 小  

鹿 部 中  

森 小  

東 野 小  

国 縫 小  

渡島教育局 

高 田 智 史  

白　取　　　悟 

柳 田 智 子  

鷲　田　里方子 

笠 島 美 教  

小笠原　英　緒 

山　崎　　　晃 

高 橋 伸 夫  

大 徳 尚 人  

鈴 木 俊 浩  

大　山　真由美 

白 神 小  

吉 岡 小  

知 内 中  

鶴 岡 小  

茂 辺 地 中  

鶴 野 小  

鹿 部 中  

森 小  

東 野 小  

国 縫 小  

渡島教育局 

〒０４１－１４０３　　　　　　 
鹿部町字宮浜２８１ 
鹿部中学校内 
川　野　真　一 

電　話　01372－7－3114 
ＦＡＸ　01372－7－3115

氏　　　名 所　　属 役　　職 
 
 
顧 問  
 
 
支 部 長  
 
副支部長 
 

監 査   
幹 事 長  
副幹事長 
会計幹事 
 
庶務幹事 
 

広報幹事 

終身会員 
終身会員 
終身会員 
終身会員 
浜 分 中  
木古内小 
東 野 小  
大中山小 
藤 城 小  
萩 野 小  
長万部小 
鹿 部 中  
福 島 小  
沖 川 小  
森 小
藤 城 小  
久根別小 
峠 下 小  
さわら小  
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